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※「水と土の芸術祭」は，以下，「芸術祭」という。 
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１．開催趣旨 

 

２つの大河から生まれた新潟市。 

水と土の暮らし文化を大切にし，次代に伝えたい。 
 

 

 新潟市は，食と花のまち，開港５港のひとつであるみなとまち。広域合併を経て政令指定都市となっ

た新潟市には，さまざまな地域の個性が集まっている。この多様性を貫き，包含するテーマが 

「水と土」である。 

 新潟市は，日本一の水量と延長を持つ信濃川，日本最大級の水量と清流度を持つ阿賀野川によって生

まれた。 

 この母なる２つの大河は，かつて出口を求めてさまよっていた。人は，その出口として，ある時は山

をうがち，またある時は大地を削り，多くの放水路を造ってきた。世界に，これほどの数の放水路が存

在する地域は他にないのではないだろうか。 

 また，司馬遼太郎氏が，著書「街道をゆく」の中で描き，かつて「芦沼」「地図にない湖」と呼ばれ

た亀田郷には，低湿地が「湖」のように広がっていた。泥と格闘しながら行う厳しい農作業。一度大雨

が降れば行き場を失って溢れる水。新潟市は今も市域の約４分の１がゼロメートル地帯である。 

 この地で先人は，多くの放水路を造り，かつて東洋一とうたわれた排水機場を築くなど，技術の粋を

尽くして闘ってきた。そして今，数十もの排水機場が人工的に排水することによって，生活できる大地

が存在している。 

 水と土との激しい闘いを経て，水と土と共に生きるまちを築いた新潟市。闘いの猛烈さ，それを乗り

越えるための知恵は，日本一と言えるであろう。 

 これら先人の知恵と，大河が運んできた多様な土から生まれたのが，日本一の美田と美田が織り成す

風景，食と花，そして，水と土との闘いで疲れた心を癒す神楽や祭りなどの伝統芸能である。 

 水と土に感謝し，先人たちに敬意を表し，ここから生まれた文化を大切にし，これら水と土の宝物の

すべてを次の時代を担う子どもたちに伝えていきたい。そして，アートの力で新潟の素晴らしい水と土

の文化を国内外に発信し，日本のどこにもない新潟の暮らし文化を広く世界に伝えていきたい。そうい

う思いから「水と土の芸術祭」を開催します。 
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２．開催概要 

 

 

開催日程 

 平成 21年7月 18日（土）～平成21年12月 27日（日） 

   第 1ステージ 7月 18日（土）～ 8 月30日（日）［ 44日間］ 

     新潟市の伝統芸能・祭りなどをめぐり，夏休みの子どもたちが楽しめる企画等を展開 

   第 2ステージ 9月 19日（土）～12月 27日（日）［100日間］ 

     土曜日・日曜日を中心に，秋の収穫や新潟市の魅力を巡るツアー等を展開 

 

事業主体 

 水と土の芸術祭実行委員会 （実行委員長 篠田昭新潟市長） 
        ※構成団体は，農水産業・商工経済・交通・教育関係等49団体 

 

会  場 

 新潟市内各所 

 

ディレクター 

 北川 フラム（アートディレクター・新潟市美術企画監） 

 

アドバイザー 

 たほ りつこ 氏（東京藝術大学美術学部先端芸術表現科教授） 

 大熊  孝 氏（新潟大学名誉教授・工学博士） 

 大倉  宏 氏（美術評論家） 

 紙谷 智彦 氏（新潟大学自然科学系教授・農学博士） 

 

事業項目 

 ① 歴史文化の再発見 
   歴史博物館を拠点として，「水と土」によって生まれ，「水と土」と猛烈に闘い，

  そして「水と土」と共に生きてきた新潟の歴史に迫る。 

 

 ② 地域の魅力の発信 
   生活の中にあった伝統芸能や祭り，おもてなしなど，地域を大きくアピールしてい 

  くプロジェクトを展開。また，子どもたちが参加できる機会を多くつくり，次の世代 

  につなげていく。 

 

 ③ ランド・アート（屋外芸術作品） 

   水と土の歴史・文化をもつ新潟市を舞台に，水と土の記憶が残る場所にアート作品 

  を設置。そして，アートの持つ発信力を活かし，アートとともに新潟市の魅力を伝え 

  る地域の歴史・文化をめぐる。 

 

 ④ 美術館での展覧会 
   「水と土」の生活誌を，さまざまな記憶の収集や，アート，美術品などを通じて伝

  えていく，これまで世界に類のない展覧会を開催する。 
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３．事業概要 

 

（１）歴史文化の再発見 

 

 ① みなとぴあ企画展 「蒲原平野の 20 世紀 ―水と土の近代―（仮称）」 
 

目 的 

 大河川下流の蒲原平野に立地する新潟市は，人口が大幅に増えた近世初頭以来，たびかさな

る湛水に悩まされてきた。 

 20世紀に入ると，人々は近代的な土木技術を利用して地形条件を克服し，昭和20年代後半

～30年代前半に稲作農村地帯としての黄金時代を迎える。 

 現在，かつての水田地帯は，他の地方の農村部と同様，画一的な郊外化の進む景観を呈して

いる。しかし，その裏側には，かつて「地図にない湖」と呼ばれた地域を克服してきた歴史が

存在していることを，歴史資料や農具，映像を通して分かりやすく紹介する。 

 

内 容 

■湛水排除の歴史 

 明治期の動力排水機の導入，用排水路の整備，そして大規模排水機場の設置と土地改良事業

までの湛水排除の歴史を紹介する。 

■「脱穀機王国」としての新潟 

 昭和初年期～昭和30年代にかけて，県内には脱穀機メーカーが数多く存在し，最盛期には新

潟県は「脱穀機王国」と呼ばれていた。新潟市域にも有力なメーカーが存在していた。これら

は，その後の内燃機関＋自走式のコンバインに置き換えられていき，農業機械の主役の座を失

っていく。昭和30 年代に全国的に販路をもち，日本の農業の一時代を築いたこれらの農機具

を紹介する。 

 

１．プロローグ 

２．地図にない湖の時代 

３．動力排水機の導入 

４．回転式脱穀機の開発 

５．栗ノ木排水機場と大規模排水機場の時代 

６．脱穀機王国 

７．エピローグ 

 

開催期間 

平成21年7月18日(土)～8月30日(日) 

 

関連イベント 

講演会，見学会（排水機場めぐりなどのツアーを予定） 
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みなとぴあ企画展イメージ例 
 

■湛水排除の歴史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「脱穀機王国」としての新潟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曽川切れ 石山排水機 

動力化された脱穀作業 

手回し脱穀機 
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 ② 各区の博物館・資料館との連携 

 

コンセプト 

 小さなミュージアムをつないでめぐる，大きな水と土のミュージアムを作り，水と土の歴

史・文化を伝え，水と土のアートと連動させる。 

 

開催期間 

 平成２１年７月１８日～１２月２７日（芸術祭期間中） 

 

対象施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

連携の内容 

 ■水と土に関わる「逸品」の展示 

   各館の所蔵品で，水と土に関わる逸品等を数点ピックアップし，強調して展示する。 

 

 ■パネル展示 

   上記「逸品」と水と土との関わりを伝えるパネルを展示し，地域の歴史・文化と 

  水と土との関わりについて理解を深めてもらう。 

 

 ■宣伝ＰＲグッズ設置 

   芸術祭宣伝ＰＲグッズを設置し，芸術祭との関わりを演出する。 

 

 ■スタンプラリー（パスポート） 

   芸術祭パスポートのスタンプラリー対象箇所とし，各施設を巡ってもらう。 

区 施設名 

北区 

新潟市豊栄博物館 

豊栄博物館分館 横井の丘ふるさと資料館 

水の駅「ビュー福島潟」 

江南区 

新潟市亀田郷土資料館 

北方文化博物館 

芦沼館 

秋葉区 

石油の世界館 

新潟市新津鉄道資料館 

中野邸美術館 

南区 
新潟市しろね大凧と歴史の館 

旧笹川家住宅 

西区 関屋分水資料館 

西蒲区 

新潟市潟東歴史民俗資料館 

新潟市巻郷土資料館 

西蒲原土地改良事業展示室 
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（２）地域の魅力の発信 

 

 ① 地域イベント連携 

 

目 的 

 本芸術祭を契機に，新潟市がもつ「市民力」を発揮して，地域に根ざした歴史・文化，食

などを国内外に向け発信する。 

 また，様々な活動をつなぐ，むすぶことで，各地域の伝統芸能や歴史・文化を次代に伝え

るきっかけとするほか，地域内交流を促進させる。 

 

内 容 

 市民・地域が行っている祭り，伝統芸能，食などの事業と連携して，一体的に紹介してい

く。各地域を訪れてもらい，見て，知って，水と土の暮らし文化を確認してもらう契機とす

る。 

 

※すでに行われている西区ＤＥアートやアートサイト岩室温泉とも連携する。 

 

開催期間 

芸術祭終了日（１２月２７日）まで 

 

 

参考：既存イベントと芸術祭を連携させる団体，また本芸術祭に賛同する団体などに，協賛

団体（グループ）になっていただいた。 

 

        ［平成 21年２月２７日現在］ 

区 協賛登録団体数 団体参画人数 

北区  ２１    ８９４ 

東区   ４     ４３ 

中央区  ２２  １，１４９ 

江南区  ２２    ９３４ 

秋葉区  １７    ８４３ 

南区  １３    ３３４ 

西区  ２３    ８７６ 

西蒲区  ２６    ６８７ 

市全体  １７  ５，４４６ 

市外   ３     ２７ 

計 １６８ １１，２３３ 
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 ② 企画提案イベント支援 

 

目 的 

 新潟市で，これまで地域の歴史・文化活動や食文化などを支えてきた方々に光をあて，ま

た，これからの水と土の文化を創造していく活動に対し支援を行う。 

 

 

内 容 

 市民・地域等が自ら主体となって企画立案し，実施する団体等の取り組みを，「水と土の芸

術祭」に関連する事業として活動を支援するために行う。 

 

資料１ 地域イベント支援「わたしの新潟発信」事業 募集要項（P.38） 

 

開催期間 

芸術祭終了日（１２月２７日）まで 

 

 

※助成申請審査結果は，３月下旬に発表予定。 

 

 

        ［平成21年２月２７日現在］ 

区 地域の魅力発信コース 新潟市の魅力アップコース 

北区  ２０  ３ 

東区   ３  ９ 

中央区  ２１ ２５ 

江南区  １２  ６ 

秋葉区  １１  １ 

南区   ８  ０ 

西区  １０  ６ 

西蒲区  １０  １ 

市外   ０  １ 

小計  ９５ ５２ 

計 １４７ 
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 ③ 実行委員会が主催する事業 

 

 教育プロジェクト 

 

目 的 

 多くの市民や子どもたちが参加する市民参加プログラムの一つ。 

 芸術の面白さ，楽しさ，すばらしさを子どもと市民が体感し満喫するとともに，子どもたち

が，創作活動やランドアート，そして地域の歴史・文化の素晴らしさ・可能性への理解を深め

る一大交流を実現する。 

 

実施体制 

 実行委員会内に，新潟大学・新潟市小学校長会・新潟市中学校長会・新潟市小中学校ＰＴＡ

連合会・教育委員会を構成団体をする「教育部会」を設置し，イベント・プロジェクトの企画・

実施を進める。 

 また，市内小中学校，幼稚園，県立・市立養護学校，特別支援学校，中学校教育研究会研修

部からは教員等の派遣，新潟大学教育学部からは学生の参加を受け，幅広いメンバーが参画す

るプロジェクトとする。 

 

⒜ 子ども造形デモンストレーション 
内 容 
  ■市内の子ども，学校参加のイベント 

  ■場所とテーマを活かした作品設置 

  ■子ども対象のワークショップ 

 

場 所 
  天寿園（庭園と建物内）及びその周辺 

 

期 日 
  平成 21年8月 15日（土）～23日（日）（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

⒝ その他の場所での独自プロジェクト 

  ■学校で独自に実施するプロジェクト 

  ■招聘作家との協働制作 

 

⒞ 「芸術祭」を味わう活動（鑑賞交流「Art Trip In Niigata（仮称）」） 

  ■子どもの「芸術祭」鑑賞，参加，記録の活動 

  ■「芸術祭」の拠点となる場所や作品の鑑賞支援 

  ■「芸術祭」を通しての子ども同士の交流活動 
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 フネプロジェクト 

 

目 的 

多くの市民や子どもたちが参加する市民参加プログラムの一つ。 

水辺と親しむ機会を創り出すとともに，音楽を通じて市民や子どもたちの交流を深める機会とする。 

 

内 容 

信濃川に船を浮かべ，その上で合唱団が歌い，対岸の合唱団がこれに呼応する。 

 

開催期間 

平成21年8月 22日（土）または29日（土），30日（日）（予定） 

 

展開場所 

信濃川 萬代橋周辺（予定） 

 

参 加 者 

市内で活動している合唱団，小中学校，市内音楽団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※すでに行われているみなと水遊記とも連携する。 

 

 

萬萬代代橋橋  

柳柳都都大大橋橋  

みみななとと左左岸岸  

合合唱唱団団  

船船上上合合唱唱団団  
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 ニイガタのタカラアツマレ 

 

目 的 

 新潟の水と土の記憶を呼び起こすことで，人の来し方を知り，そして，これからの私たちを

考えるきっかけとする。 

 

内 容 

 「水と土の全新潟誌」を伝える展示を行う。 

 新潟の水と土の記憶を持つ「タカラ」を，素材として収集する。 

 水と土にまつわる写真，物，手紙，唄，遊びなど，先人の歴史や暮らしを伝える記憶や記録

を広く市民等から募集する。 

 

方 法 

平成 21年3月 31日まで ■市民から募集（市報にいがた・ホームページなど） 

    ■サポーターとの協働による収集 

     ※土地改良区・歴史施設・公民館等のネットワークを活用 

平成 21年4月  ■収集した素材の展示方法を検討 

平成 21年5月～6月 ■展示準備・作業 

 

展開場所 

新潟市美術館等 

 

収集素材 

 

分  類 タカラの具体例 

モ 

ノ 

写真 昔の農作業，堀のある街並み，失われた潟，水害の様子など 

水と土の記憶を持つ物  
昔の農機具，舟，漁具，水害の痕跡を残す柱，新潟地震に耐えた

建物 

昔の暮らしぶりを伝え

る内容を記載した物 

日記，手紙，はがき，賞状，原稿，家計簿，農作業日誌，文集，

郷土誌 

人 

行事，しきたり 伝統芸能などにかかわっている人 

話 地域の歴史，言い伝えを話せる人 

唄 地域に伝わる盆踊り唄，田植え唄などを歌える人 

遊び 今では珍しい地域ならではの遊びを知っている人 

※そのほか，衣類，生活用品，絵，昔の新聞・雑誌，書画，災害や豊作の記録，卒業アルバム，旗など。 
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 伝統芸能交流会 

 

目 的 

 水と土との闘いの疲れを癒すために生まれた踊りや祭り，神楽舞い。各地域で古くから受け

継がれてきたこれらの伝統芸能を国内外に発信するとともに，各地域の伝統芸能が交流する場

をつくり，これを次代に伝えていく。 

 

内 容 

 ①各区で古くから伝わる伝統芸能を各地区の施設等で一堂に会し演ずる。 

 ②人が集まる食のイベント会場等で，各地区の伝統芸能を披露する。 

 

開催期間 

①各地区で調整 

②平成21年11月～１２月 食のイベント会場等 

 

展開場所 

①各地区 

②朱鷺メッセ等 

 

 

   すでに各区で開催されている伝統芸能が一堂に会するイベント・催しとも連携する。 

 

      地域での主なイベント・催し 

区 イベント・催し名 

北区 博物館まつり（豊栄博物館） 

東区 山の下神明宮まつり（山の下神明宮） 

中央区 郷土芸能発表会（りゅーとぴあ） 

江南区 伝統芸能まつり（北方文化博物館） 

秋葉区 にいつ夏祭り（堀出神社） 

南区 
神楽 in笹川邸（旧笹川家） 

月潟まつり（白山神社） 

西区 黒埼まつり（新潟ふるさと村） 

西蒲区 和納十五夜まつり（八幡神社・和納地内） 
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 にいがた収穫物語 

 

目 的 

 「田園型政令市」にいがたの大きな魅力である「食と花」。「日本一豊かでにぎわいのある大

農業都市」を目指す新潟市の豊かな「食と花」を発信するとともに，農業者と消費者が，互い

に交流し，恵みあう機会を創り出す。 

 

内 容 

 平成21年7月～12月に市内各地で開催されている収穫祭や朝市などを一体的にホームペー

ジやマップ・イベントカレンダーで情報発信を行う。 

 

開催期間 

平成21年７月～12月 

 

【収穫祭一覧】 ※主な連携先（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※開催日は，平成 20年度実施日 

平成20年度開催日 主催者 イベント名

6／1（日）
にいつ食の陣実行委員会

（事務局　新津商工会議所）
にいつ食の陣　当日座

7／5（土）
西区役所

JA新潟みらい
西区大農業祭
すいかまつり

7／20（日） まき・大地の恵みフェア実行委員会 まき・大地の恵みフェア（夏期）

8／24（日）
10／19日（日）
2／22(日）

新津野菜振興協議会

新津さつき野菜収穫農園収穫イベント
　・さつき茶豆収穫祭（8月24日）
　・里のいもこ収穫祭（10月19日）
　・プチヴェール収穫祭（2月22日）

8／24（日）
西区役所

JA越後中央黒埼支店
西区大農業祭
茶豆まつり

9／23（火）
豊栄パーキングフェスティバル実行委員会

（北区農業振興協議会）
豊栄パーキングフェスティバル
　・果樹直売コーナー

9／23（火）
福島潟自然文化祭実行委員会
（北区農業振興協議会）

福島潟自然文化祭
　・果樹直売コーナー

9／28（日） 黒鳥ふれあい農業まつり実行委員会 黒鳥ふれあい農業まつり

10／13（月） キテ・ミテ・キタク実行委員会
キテ・ミテ・キタク
（農産物の販売、フリマなど）

10／25（土） まき・大地の恵みフェア実行委員会 まき・大地の恵みフェア（秋期）

10／25（土）～10／26（日）
11／3（月）

秋葉区産業祭実行委員会
（事務局　秋葉区産業振興課）

秋葉区産業祭
　「小須戸産地大感謝祭」（10月25・26日）
　「新津みのりの収穫祭」（11月3日）

10／26（日）
西区役所

JA新潟みらい
西区大農業祭
だいこん・お米まつり

平成21年度新規 南区役所 ”南区”農業王国まつり

１１／１（土）～１１／２（日） 食の陣実行委員会 にいがた食の陣　秋の収穫祭「当日座」

１１／９（日） 岩室農業祭実行委員会 岩室農業祭

１１／２（日） 江南区旬果旬菜いきいきフェスタ実行委員会 旬果旬菜いきいきフェスタ

11／3（月） 農産物販売フェアinにしかわ実行委員会 農産物販売フェアinにしかわ

11／8（土）～11／9（日） 西蒲区産業観光課 2008年コメッセわらアートまつり

１１／９（日） JA新潟みらい JA新潟みらい祭り

１１／９（日） JA越後中央 JA農業祭

11／9（日） JA新潟市
JA新潟市農業祭
安・安　J・Aまつり

12／7（日） かもん！カモねぎまつり実行委員会 かもん！カモねぎまつり
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  【朝市一覧】 ※主な連携先（案） 〈参考〉新潟市食と花の推進課作成「食と花のにいがた地産地消マップ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※この他にも，各地区で行われている収穫祭・朝市等を情報発信する。 

 

区 市場名 開設日等

葛塚市場
（一・五の市）

通年（1・5のつく日）　臨時開設日8月13日・12月29・31日
　8：00～15：00頃

松浜市場
（二・七の市）

通年(2・7のつく日)　臨時開設日　8月13日・12月30日
　7：30～14：00頃

東区 山の下市場
通年（2のつく日以外、ただし、その日が土・日曜日の場合は開設）
　8：00～17：00頃

白山市場 通年（第1・3火曜日定休・1/1～1/6休み）　5：00～10：00頃

本町市場
（ニュー本町）

通年（第2・3・4日曜日、1月1・2日を除く）　8：00～17：00頃

本町下市場
（フレッシュ本町）

通年（日曜日、1月1・2日を除く）　8：00～17：00頃

大江山健康朝市
通年（日曜日）
　　1月～5月　8：00～9：00頃
　　6月～12月　7：00～8：00頃

亀田市場
（三・九の市）

通年（3・9のつく日）　8：00～16：00頃

小須戸市場
（三・八の市）

通年（3・8のつく日）　9：00～12：00頃

新津市場
（一・六の市）

通年（1・6のつく日）　8：00～14：30頃

庄瀬市場
（一・六の市）

通年（1・6のつく日）　5：00～15：00頃

白根市場
（四・九の市）

通年（4・9のつく日）　5：00～15：00頃

月潟市場
二・七の市

通年（2・7のつく日）　7：00～14：00頃

新飯田市場
（五・〇の市）

通年（5・0のつく日）　5：00～15：00頃

大野町市場 通年（3・8のつく日以外）　6：00～14：00頃

内野朝市 通年（1日・15日の月2回）　9：00～16：00頃

西区新鮮あさ市 ５～1０月（日曜日）　7：０0～8：３0頃

西川露店市場
（二・七の市）

通年（2・7のつく日）　12：00～16：00頃

ほたるの里朝市 4月～11月（日曜日）　7：00～8：00頃

巻露店市場
（一・五の市）

通年（1・5のつく日）　臨時開設日　12月30日
（ただし1月1日及びまき夏まつり開催日除く）
　8：00～13：00頃

北区

中央区

江南区

南区

西区

西蒲区

秋葉区
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 プレイベント 

 

目 的 

 春に実施される地域イベントと連携した取り組みを行うことで広報周知を図るとともに，

参加型イベントを展開することで，機運醸成を図る。 

 

 

 ■地域イベント連携 

 

内 容 

 春に開催される大規模イベントで，芸術祭ブースの設置や作品制作ワークショップなど

を行い，情報発信を行う。 

 連携イベント例： 

にいつ食の陣，新津花ふるフェスタ，白根の大凧，角兵衛獅子（月潟まつり） 

古町どんどん，チューリップフェスティバルなど 

 

開催期間 

平成21年4月～6月 

 

展開場所 

各イベント開催場所 

 

 

 ■参加型イベント実施 

 

内 容 

 新潟市の「動く市政教室」と連動し，市内に点在する既存のアート作品やランド・アー

ト制作現場を巡るツアーを実施する。また，これらアート作品を掲載したパンフレットを

作成し情報発信を行う。 

 

開催期間 

平成21年４月～6月（各月2回 計 6回程度開催） 

 

周遊コース 

市役所本館「ペネロープ」（アントワーヌ・ブールデル） 

朱鷺メッセ「道に沿ってどこかに,幾つかの色」（ダニエル・ビュレンヌ） 

新潟県立植物園「四季」（原田哲男） ほか 
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（３）ランド・アート（屋外芸術作品） 

 

 多様な水辺の魅力と日本一の田園が広がる都市の中にある水と土の暮らし文化を広く国内外

に発信するために，世界のアーティストらが市内各地の地形を活かし，地域住民と協働でアート

作品を制作することで，本市の文化的発信力を高め，アピールしていく。 

 また，地域の魅力の発信と連動し，ランド・アートを訪れた人たちが，地域の歴史・文化に触

れるきっかけを創り出す。 

 

【招聘作家状況】     ［平成 21年２月２７日現在］ 

区  分 市内調査済作家 

国  内 １５ 

海  外  ７ 

計 ２２ 

      ※現在，作品プランを作成中。作家名・作品プランは3月27日の企画発表会で公開する。 

 

【公募作品応募状況】    ［平成 21年２月２７日現在］ 

区  分 応募作品数 

市  内  ３３ 

県内（市内を除く）  ２０ 

国内（県内を除く）  ７５ 

海  外   ４ 

計 １３２ 

   ※審査・選定後，４月に作品プランを公開する。 

 

  資料２ 「公募作品募集要項」（P.41） 

ランド・アートイメージ例 
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（４）美術館での展覧会 

 

目 的 

 新潟市は，激しい「水と土」と闘い，その中でゆたかな暮らし文化と美しい田園景観を育ん

できたまさに「水と土」を象徴する地である。この新潟の「水と土」と人の活動を見つめ，明

らかにし，未来につないでいくことは，環境の危機が様々に伝えられるこの時代に，大きな意

味を持つものとなる。 

 美術館では，新潟市の様々な「水と土」の記憶を集めた展覧会を行う。市民が自ら集めそれ

らの特性を明らかにした多様な「水と土」の記憶の品や，科学的な視点を持って集めた多様な

土や水のサンプル，各所から集めた様々な土の美術品が集まり，歴史・文化と科学の両面に視

点を置きながら，アートを通じて伝えていく，これまで世界に類のない展覧会を開催する。 

 この展覧会を通じて，新潟市，さらには「水と土」でつながりあった地球の来し方行く末を

考えるきっかけを創ることを目指す。 

 

内 容 

・市民が収集した，「水と土」の記憶を伝える物などを，アート的に再構成した展示 

・新潟の多様な「土」を再構成した展示 

・新潟の多様な「水」を再構成した展示 

・新潟の水の記憶をフロッタージュした展示 

・信濃川流域で数多く発掘される火焔土器など，土で創られた美術品の展示 

 

開催期間 

 

■プレ開催（新潟市美術館） 平成21年 6月 13日（土）－平成21年7月5日（日） 

  参加型のワークショップ 

  アーティストとの作品協働制作などを行い，芸術祭参加促進・機運醸成を図る。 

 

■新潟市美術館 

  市民が収集した，「水と土」の記憶を伝える品（タカラ）や，全国そして新潟の土の多様性

を見せる作品を中心に展示。 

  第 1会期 平成 21年7月18日（土）－平成21年 10月18日（日） 

   第 2 会期 平成21年11月 28日（土）－平成22年1月 31日（日） 

 

■新津美術館 

  新潟の信濃川流域で数多く発掘される火焔土器や水を表現した現代アート作品を展示する。 

  第 1会期 平成 21年7月25日（土）－平成21年 9月 13日（日） 

   第 2 会期 平成21年10月 20日（火）－平成22年1月 11日（月・祝） 
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美術館展示イメージ例       ※図・写真はイメージです 

●「水と土」の記憶を伝える物を，アート的に再構成した展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●新潟の多様な土を再構成した展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●土で創られた美術品の展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本全国の土壌モノリスの展示         土からつくられた土器等の展示 
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４．会場計画 

 

 

（１）ルート構成のコンセプト 

 

○地形特性に合わせ，市内に３つのゾーンを設定 

 （「砂丘と海」のゾーン・「田園と農」のゾーン・「川と里山」のゾーン） 

○ゾーンの中にある地域資源の特性を効果的に伝えるためのルートを設定 

 （ツアーバス及び自家用車の推奨ルート） 

○ルート上に，ランド・アートの拠点を設置 

○ルート外でも，部分的に，公募作家等の作品を単体配置し，地域資源への探訪を促進 

○その他，特に重要な箇所は取り上げ，ルートと関連付けを行う。 

○各ゾーンを横断して探訪する仕掛けとして，舟運ルートを設定する。 

 

 

（２）ランド・アート展示会場 

 

○ランド・アートの展示にあたっては，作家の選定を行った後，作家が地域に入り，周辺環境やそ

の土地に伝わる歴史を知り，地元住民とワークショップなどの意見交換を行う。 

○これをもとに，その土地の歴史や環境にあった作品を地域住民やボランティアと協働で制作する。 

○アートを設置するにあたり，周辺自然環境も含めた「物理的要件」，スタッフ体制等を考慮した

「運営上の要件」，土地利用条件やアクセス条件等の「会場の使用条件」について，実行委員会

で十分検討を行う。 

○地域への誘導手段のひとつとして，市内各所に誘導看板（サイン）を設置する。 

○作品及び地域資源の解説看板を設置する。 

○誘導看板（サイン）及び解説看板は，近隣の交通状況等を勘案した上で，特に景観と安全性に配

慮したものとする。 

○誘導看板（サイン）及び解説看板のデザインは，それぞれ全市共通の仕様とする。 

 

 

（３）その他 

 

○各ルート上には，4～5 箇所程度の既存の屋内施設を活用した情報発信基地やおもてなし空間，

展示スペースなどを確保し，雨天の場合や休憩等を考慮したものとする。 

○新潟駅の高架下のスペースを一部活用し，情報発信基地としての活用を図る。（9月末からの予定） 

 

 

 




